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2020年12月　JEITA発行予定　Ａ4判40ページ
頒価 ： （冊子）一般 6,600円   会員 3,300円（税込）
　　　（ダウンロード版）一般 33,000円   会員 16,500円（税込）
　　　　　　　　　　  ※冊子PDFとエクセルデータ付

JEITA赤本見通しをベースに
主要分野の世界市場動向・
見通しについての解説と共に
注目分野の動向調査結果について、
最新のレポートをお届け致します。
エグゼクティブやマーケット担当者必見の
講演会です。

電子情報産業の世界生産見通し 講演会

https://www.jeita.or.jp/
問合せ先：政策渉外部
一般社団法人 電子情報技術産業協会

01 ITリモートによるニューノーマル創出
02 ITリモート市場の拡大
03 ITリモートの未来像と貢献

電子情報産業の世界生産見通し《赤本》

2020年12月　JEITA発行予定　Ａ4判8ページ
頒価 ： （冊子）一般 3,300円   会員 2,200円（税込）
　　　（ダウンロード版）一般 22,000円   会員 11,000円（税込）
　　　　　　　　　　  ※冊子PDFとエクセルデータ付

2021年１月20日（水）
13:30～16:45

オンラインリモート放映形式

一般：13,200円   会員：6,600円（税込）
※上記の冊子2冊のPDF付

日　時

参加費

開催形態

講演会開催概要

参　加
申込み

Sample

Sample

オンライン
リモート

放映形式にて
開催

注目分野に関する動向調査

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的な拡大の中で私たちの社会は、経済封鎖や非常事態
宣言が解除された後も変わることはなく、感染症と共存する社会への早急な転換が迫られている。感染
防止の必要性から、様々な分野で対面によるコミュニケーションは最小限となり、リモートでのコミュニ
ケーションが拡大するにつれ、機械やモノがネットワークでつながり人のコミュニケーションをサポート
するケースが日常的なものとなってきている。また、ソーシャルディスタンス（社会的距離）を確保するた
めに、遠隔操作をはじめロボットやAIによるITリモート技術も必須の技術となる。今回の注目分野調査
では、ITリモートに焦点を当て、データ量の拡大によるインフラの整備、人との結節点となるIoT機器や
データを利活用するためのソリューションサービスの2030年までの世界需要見通しをまとめ

た。さらに、「密」や「接」を軽減し、どのように人々の豊かな生活を実現しSDGsへ貢献
していくのか、今までとはまったく違う未来が訪れる可能性があるニュー

ノーマル（新常態）を想定し、イラストを用いて「ITリモート
による未来像」をとりまとめた。

電子情報産業の世界生産見通し調査結果を金額ベースでまとめた冊子。
世界の中での日系企業の位置づけ、国内生産の状況を分かりやすく解説した。

総論 ： 世界生産、日系企業生産、国内生産、日系シェア、地域別生産・需要ウェイト
各論 ： 電子情報産業を代表する17品目についての分析

薄型テレビ、映像記録再生機器、撮像機器、カーAVC機器、携帯電話、サーバ・ストレージ、
パソコン、ディスプレイモニタ、プリンタ、イメージスキャナ/OCR、電子タブレット端末、
電気計測器、医用電子機器、電子部品、ディスプレイデバイス、半導体、ソリューション
サービス（以上17品目）
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※プログラムや副題、講師は都合により変更になる場合があります。

電子情報産業の世界生産見通し 講演会

調査統計委員会副委員長
日本電気株式会社

16:35～16:45 質疑応答　〈司 会〉 松下 晃

プログラム

一般社団法人

電子情報技術産業協会

西川 和見 氏
経済産業省
情報産業課長

西崎 亨 氏
プラットフォーム市場専門委員会副委員長
三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社

近森 謙志郎 氏
WSTS日本協議会日本代表
ローム株式会社

福留 和清 氏
電子部品部会調査統計委員会幹事
KOA株式会社

13:35～14:20

長尾 尚人
一般社団法人電子情報技術産業協会
専務理事

13:30～13:35

14:20～14:40

14:40～14:55

14:55～15:10

15:25～15:40

15:40～15:55

開会の挨拶

電子情報産業の世界生産見通し調査結果について
～世界生産・日系企業生産2021年の見通し/
　　　　　　　　　　ITリモートによる電子情報産業の貢献～

ITプラットフォームの動向

ソリューションサービスの動向
～日米最新DX投資状況、COVID-19影響と働き方変革～

デジタル産業のビジョン

電子部品の動向
～電子部品需要 ITリモート化でもスマホが鍵となる～

南川 明 氏
オムディア（インフォーマインテリジェンス合同会社）
シニアコンサルティングディレクター

15:55～16:35 注目分野に関する動向調査結果について
～ITリモートによる期待のユースケースと世界需要見通し、
　　　　　　　　　　　　　　　ニューノーマル創出に向けて～

半導体の動向
～半導体の需要先から読み解く未来～

休 憩（15分）

2021年１月20日（水） 13:30～16:45日　時
オンラインリモート放映形式開催形態

吉崎 修
調査統計委員会委員長
ソニー株式会社

込宮 信治 氏
ソリューションサービス事業委員会副委員長
沖電気工業株式会社

～デジタル×グリーン×経済安全保障（仮）～

申し込み方法等の講演会開催詳細については、
JEITAホームページをご覧ください。

https://www.jeita.or.jp/

～ITリモートのその先に、ITプラットフォームの展望～

特別講演


